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監 査 公 表 第 11 号 

 

 地方自治法第 199 条第 14 項の規定に基づき、措置を講じた旨の通知がありましたので、次

のとおり公表します。 

 

  令和８年８月４日 

 

今治市監査委員  木 原 盛 展  

   同     近 藤   博  

 

 

監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

こども未来部 こども未来政策局 

ネウボラ推進課 
令和８年６月 22日 

（監査の結果） 

（指摘） 

１ 雑入について、前年度において現年度分として調定を行ったものの滞納繰越調定が出 

納閉鎖後の６月１日付けで行われていないものが見受けられたので適切な事務執行をさ 

れたい。 

 

２ 業務委託において、仕様書に定める業務従事者の要件等について、十分な確認ができ

ていない状況が見受けられたので、適切な事務執行をされたい。（子育て応援ヘルパー派

遣事業業務、今治版ネウボラ相談サテライトモデル事業業務、児童育成支援拠点事業運

営業務） 

 

３ 今治市通学費助成金交付要綱の別表において、必要な文言が脱漏している箇所が見受

けられたので速やかに改正手続を行われたい。 

 

４ 児童クラブ活動事業業務委託において、事業実施要領等で認められていない運用を行

っている状況が一部見受けられるので、適切な事務執行をされたい。 
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（意見） 
１ 子育て情報ポータルサイト「いまこそｉｍａｂａｒｉ」について、３月から

開設したところであるが、まずは現状においての利用者の生の声を拾い集める

とともに、一定期間経過後においてはアクセスデータなどを詳しく分析するこ

とで、利用者のニーズやサイトの課題を的確に把握し、より高い利便性の確保

に向けた改良につなげられたい。 
 
２ 児童育成支援拠点については市内を８つの区域に分けて、区域ごとに１か所

の拠点を整備していくことを目指しており、現状ではその半分が未定の状況に

なっている。令和 12 年までの整備を目指す中で、エリア分けの見直し等も含め、

よりスピード感を持って取り組まれたい。 
 

（措置の内容） 

（指摘） 
１ 今後は、現年度分の滞納繰越調定について出納閉鎖後の６月１日付けで行うよう徹底

するとともに、今治市会計規則及び出納室が作成している今治市会計事務の手引き～収

入編～を習熟したうえで、複数名で確認し、適切な事務執行を行います。 

 

２ 今後は、仕様書に定める業務従事者の要件等について、従事者名簿の提出の徹底

及び実施状況報告等の内容を十分に精査し、適正に業務が行われているか確実に確

認します。 

 
  ３ 必要な文言を追加する要綱改正を速やかに実施します。要綱改正に当たっては、複数

の職員が点検する体制を整え、文言の脱漏等を防止します。 

  
  ４ 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準に基づいた要領の改正を実施

し、適切な運用を行うことができるよう改めます。 

 

（意見） 

１ 「いまこそ imabari」については、毎月のアクセスレポートを元に閲覧数の多い

ページや閲覧時間などから利用者の動向を分析しています。今後は利用者の意見を

聞く機会を設け、次年度以降の改修計画も含め、利便性の確保に努めます。 

 

２ 既存事業者がカバーできる範囲等も見極めながら、エリア分けの見直し等も含め、ス

ピード感を持って事業の推進を図ってまいります。 

 
 
 



- 3 - 

 

監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

こども未来部 こども未来政策局  

保育幼稚園課 
令和８年６月 22日 

（監査の結果） 

（意見） 

１ ＵＩＪターン保育士等支援事業費補助金等について、市外に対して積極的な情報

発信をされたい。また同様の補助金（看護師,介護福祉士）担当課、移住担当課、都

市部でのイベント等を行う担当課との連携も検討されたい。 

 
（措置の内容） 

（意見） 
１ 保育士と同様に、看護師、介護福祉士を対象とした同種補助金をまとめたチラ

シを作成し、地域振興課が実施する移住フェアや、i.i.imabari!推進課が実施す

る「いまばりの集い」等の都市部イベントにおいて、市外在住者に対する情報発

信を積極的に行ってまいります。 
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監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

産業部 産業政策局  

産業振興課 
令和８年６月 22日 

（監査の結果） 

（指摘） 

１ 週休日の振替が未取得であった職員がいたので、今後は期限までに取得できる

よう、条例及び規則のとおり適正に運用されたい。 

 

（意見） 

  １ 市民協働型イベント事業費補助金の支出において、要綱に定められている必要

な書類を徴取しないまま補助金額を確定させている事例が見受けられたが、その

書類について徴取する必要性・実効性が感じられないため、関係課と調整のうえ

要綱改正を検討されたい。 

 

２ 一部の職員に時間外勤務が過大な状態が続いているため、人員増加の要求、業務分担

の見直し、事務手続きの簡略化など、負担軽減策を検討されたい。 

 
（措置の内容） 

（指摘） 

１ 職員への再周知と計画的な取得促進を徹底し、勤務スケジュールにあらかじめ代休

予定を組み込むことで、職務の重複を防ぎ確実な取得に努めます。 

 

（意見） 

１ 当該書類の必要性や実効性について関係課と調整を行い、実態に合わせた要綱改正

の検討を進めます。 

 

２ 実態に即した人員増を要求するとともに、業務分担の平準化や事務処理手順の見 

直し、簡略化を進め、課内で時間外勤務の縮減と職員の負担軽減に取り組んでまいり

ます。 
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監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

産業部 産業政策局  

海事都市今治推進課 
令和８年６月 22日 

（監査の結果） 

（意見） 
１ MICE 施設の整備について、バリシップ開催に必要な機能を持たせ、海事産業

の発展を図るとともに、市民の十分な納得が得られるような規模や機能を検討

し、日常的な稼働が期待できる整備計画とされたい。 
 

（措置の内容） 

（意見） 
１ バリシップなどの大規模なイベントに対応するだけでなく、市民が日常的に 

集い、活用できるような機能が重要であることは、本市が既に実施した基礎調査

等においても同様の認識に至っております。引き続き、ご意見の趣旨に沿うよう

な整備計画となるよう、市民や事業者の意見を聞きながら検討を進めてまいりま

す。 
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監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

産業部 産業政策局  

i.i.imabari!推進課 
令和８年６月 22日 

（監査の結果） 

（指摘） 
１ 週休日の振替が未取得であった職員がいたので、今後は期限までに取得でき 

るよう、条例及び規則のとおり適正に運用されたい。 
 
（意見） 
１ 今治版ガストロノミー事業の推進に当たっては、行政内部のみならず、市民、

事業者及び関係機関に対しても事業目的や方向性を分かりやすく示し、誰もが事

業効果や必要性について理解・納得できるような事業展開に努められたい。 
 
２ 今治駅前 Bari ショップについては、来年度の事業実施に向けて実証実験等が

進められているが、事業の実効性及び継続性を確保するには、関係機関との十分

な連携及び協力体制の構築が重要とされているため、関係団体、民間事業者及び

地域関係者との連携を一層強化し、関係機関から理解と評価を得られる取組を進

められたい。また、施設運営に当たっては、将来的な収支見通しや運営コストを

十分に精査し、持続可能な経営体制の構築に努めるとともに、安定的かつ健全な

運営が図られるよう取り組まれたい。 
 

（措置の内容） 

（指摘） 
１ 振替休日の未取得が生じないよう、週休日の振替については、取得期限内に 

確実に取得するよう課内への周知を徹底する。 
あわせて、振替の発生状況及び取得状況については、庶務担当者が毎月末に 

勤休管理システムの出勤簿により確認し、取得状況に応じて振替日の再調整を行

うなど、取得期限内での確実な取得を徹底する。 
 
（意見） 

１ 今治版ガストロノミー事業の推進にあたっては、生産者、飲食事業者、関係 
団体等で構成する協議会の設立を予定している。 

協議会において、さまざまな立場からの意見や提案を幅広く集約しながら、 
今治市独自の食文化や地域資源の魅力を活かした事業展開を進めていきたい。 
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２ 今治駅前 Bari ショップについては、実証事業の検証結果を踏まえ、関係機関

との連携を一層強化しながら、令和９年度の本格実施に向けた検討を進める。 
また、利用状況や収支等を分析し、運営コストの適正化及び収益性の向上を図

るとともに、民間事業者との連携による持続可能な運営体制の構築に取り組む。 
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監 査 対 象 機 関 監査結果報告書の日付 

産業部 産業政策局  

農林水産課 
令和８年６月 22日 

（監査の結果） 

（指摘） 
１ 会計事務に関して、金銭又は物品の出納保管事務を取り扱う者については、今治市

会計規則第111条第2号の規定により市長の任命を受けなければならないこととされ

ているが、任命のないまま金銭の出納保管事務を行っている事例が見受けられた。 

確認すると、後日、発令日を遡って発令があったとのことだが、法令に基づく権限

を有する者が行うべき事務であるので、今後は、任命手続を必要な時までに確実に実

施されたい。 

 

（意見） 
  １ 林野火災復旧復興森づくり整備事業については、市民や企業との連携のもと、災

害に強く、かつ親しみやすい憩いの森を再生していくことが重要である。本事業の

目的に沿って、こうした理念が広く共有され、主体的な参画と意識向上につながる

よう、取組の一層の充実を図られたい。 

 
（措置の内容） 

（指摘） 
１ 人事異動時及び担当者変更時において、引継ぎ資料等に記載し任命の要否を 

確認するとともに、年度当初に所属内で任命状況を点検する機会を設け、任命漏

れの防止を徹底いたします。 

 
（意見） 
１ いただいた意見の趣旨を踏まえ、復旧・復興計画の基本理念である「市民と共

に未来へつなぐ森づくり」を目指し、国や県、趣旨に賛同してくださる企業様等

と連携し、より一層力を入れて取り組んでまいります。 
 
 

 

 

 


